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再生産と消費・生活との関係についての基本問題（藤田）
今，余裕時間に廻る結果が生じたとして（図３はその場合を想定)，そこに
はどのような問題があるか考えてみよう。余裕時間に照応する発展的欲求が
物質的財の購入・消費に向けられる場合とそれ以外の場合を想定し，まず前
者について考える。これについては，既に耐久消費財にかんするところで論
じたが，ここではやや違った角度から見てみよう。
消費財にかかわる生産（資本）と消費は，今後も，相互に欲求を刺激，肥
大ざせ合いつつ，多様化，選択の巾を拡大させていくであろう。それは，あ
る人々には「消費ルネッサンス」とも映る。品切相ついだ話題の政府刊行物
は，次のように今後を展望している。「2000年の消費構造は，これらのうち
主に高齢者比率の増大，自由時間の増大，女性の社会進出や情報化の進展に
より影響を受けるとともに，価値観，意識面における精神面重視，個性と多
様性の尊重等の影響を受けるものとみられる。費目的には，1980年のそれか
らみて，食料費，住居費，光熱・水道費，被服及び履き物費はウエイトが
低下するとみられる。また，教養娯楽，交通通信，その他の消費支出といっ
た随意的支出ウエイトが相当に上昇し，これに伴い消費のサービス化も一段
と進行するであろう。－－
そして消費が高度で，人間的かつ美的価値意識に溢れた新しい文化創造と
なることが期待されよう。
今や「大衆消費』から『消費ルネッサンス』への時代が開かれんとしてい
る．｣(30）
しかし，「個性化」「多様化」は，質的差異を貨幣・価値によって量化し，
利潤追求・量産体制の進展を本性とする資本にとっては困難な事柄である。
従って，上記の状況の進行と共に，いわゆる「ソフト化」に照応する多くの
●●●●●●■◆
量産しうる新商品を提供することにさらに力が注がれよう。それは，上記の
政府刊行物自身が示すところであり，その中の「拡大が見込まれる消費分野」
表に示された多くの予想される新商品一例えば家庭用ファクシミリ，家庭用
医療機器，自動家事機器，等一を見ても明らかである(31)。その供給を支える
生産諸力はますます拡大されるだろう。前述したように，その種の欲求肥大
と生産諸力拡大は一体化されており，労働の場での労働者管理体制の新形態
の「強化」を伴いながら，資本の商品拡大の衝動は高まり続けるであろう。
－３５－
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そこから，労働の場の問題を一応別にすれば次の２つの問題が出てくる。
１つは，変化のめまぐるしい新商品を中心に据える消費・生活がひき起こす
問題である。２つは，生産諸力の拡大に伴う環境と自然の破壊の問題である。
前者の問題として，「豊かさのパラドックス」と云われる次の点に注目した
い。「財が豊かになればなるほど，それを消費するために，それだけ多くの
時間を必要とすることになる。そのために，経済成長による消費財の普及は，
のんびりした文化的生活を営むという目的とは裏腹に，財を消費することに
追われ，人々は，ますます多忙な生活を余儀なくされることになる。このよ
うに，社会の役割分化や経済成長による社会生活の変化は，同一単位時間に，
多様な行動を行なわなければならない必然性を内包している｡｣(32）
同じ論点を，ヘラー氏は違った角度からこう述べている。「たえず新しい
品目をともなう個人的消費財の豊富化は，これら消費財に目を向ける欲求を
大量に生み出し，その結果，これが自由時間への欲求にたいするブレーキと
なり，その発展を妨害するものとなるq｣(33)ヘラー氏は上記の問題にかかわっ
て，生活主体の在り方の問題を提出している。限られた人間の一定の消費生
活時間は，仮りに資本に染められた欲求で占められているとすれば，それ以
外の生活主体の欲求は制限され，疎外される。逆に，生活主体の本来的欲求
とでも云うべきものがその時間を占めるということは，上記の欲求を制限す
ることに外ならない，というのである(34)。これは，時間にかかわる主体的生
活の在り方の問題に重要な示唆を与える。
資本の思惑がどうであれ，上述の消費動向の将来にかんする引用に出てい
るように，「消費のサービス化」が進むことは現状からも推察しうることで
ある。その場合も，資本は，より多い価値量の追求を目指し，大量処理のパ
ターンを追求するであろう。サービス自体極めて多様な形態をとりつつあり，
今後十分検討すべき課題であるが，一般的に云って，サービスは物質的財よ
りははるかに消費者との直接的接触が多く（殊に発展的欲求や活動時間に照
応する社会的必要欲求の場合)，消費・生活主体の欲求を許容する度合が大
きくなっていく傾向があると考えられる。そしてそれ自体資本の限界性を深
めていく１つの契機でもあるように思われる。サービス化の進展と環境，自
然の破壊等が，資本としての生産諸力の発展にも限界を課して行くとすれば，
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必要労働時間短縮一労働時間短縮という要因も１つの限界を持つことになる。
それは，資本の限界と共に進むものである。つまり，生産諸力の拡大→労働
時間短縮→余裕時間の増大と，生産諸力の拡大→スタグフレーション，自然
・環壊の破壊，労働・生活の疎外は同時進行し，労働者に労働主体としての
生活の主体的な意識を喚起させる客観的条件が進行しよう。それと共に汀精
神的労働」への問いかけを伴いながら，生産諸力を一定水準に制約・コント
ロールすることを前提とした人間社会の「進歩」とは何かが，歴史としての
現代の問題として根底から問われていくことになるように思われる。ここで
これ以上の展開をなしうる準備はないが，「消費サービス化」の増大という
現象の中で，次のようなＷ・モリスのリアリテイとユートピアが想い出され
る。「モリスはそのデザイン活動の根を「きわめて人間的な欲求』においた
というより，その『人間的欲求」自体の批判をその活動の基礎としたのであ
ろう。それは『生活の質」の変革を内在的に志向する。そしてそのことは，
生産のメカニズム，労働の構造，生活環境の創造，集団の組織原理といった
さまざまなレヴェルに貫通することである。それらは新しい－つの原理によ
って再編成されねばならぬことになるが，その新しい原理とは想像力の原理
でなければならぬことを，その生涯の実行において示したのがモリスであっ
た。－欲望の解放はそのまま人間の解放にはならない。むしろ管理の体系に
たちまち転化してしまうという事実は，今日のわれわれの出発点である(3句ｕ
以上述べてきたことから，労働時間短縮問題は，単なる個人消費時間増大
の問題にとどまるものではなく，生活時間全体，従って社会全体において，
いかに主体的な活動を展開するかという問題を，直接的に内在していること
が認識されるであろう。
〔駐〕
(1)拙著，前掲轡，230,247～248ページ。
(2)詳しくは，拙著，同上，第８章を参照していただきたい。
(3)この論点については，上記第８章の展開の不十分さを補いかつ進展させるために，
別稿を準備しているところである。
(4)ここではとりあえず，「社会的一般労働手段」と「社会的共同消費手段」を総合し
て「社会的公共財」と云っているが，これ自体にかかわる諸問題は別の機会に考えた
－３７－
金沢大学経済学部論巣第６巻第２号１９８６．３
い。宮本憲一「社会資本論」有斐閣（1971年）１を参照。
(5)この論点は様々な視角から論じうるであろう。例えば，社会心理学的な「現代社会
のアノミー現象」の分析などもその１つであろう。宮島喬，前掲轡，第三章。いまだ
これらの分析と経済学との「交流」は十分ではないが，経済学的な堀り下げが不可欠
であることは云うまでもない。
経済学からの興味ある試みとして、次の論文をあげておきたい。小谷正守「現代消
費社会と消費者意識」「露座現代日本の流通経済学５，現代日本の消費生活」柏尾昌
哉／小谷正守縄，大月轡店（1984年）第四章。
(6)この論文の主要内容は後に次の論文に取入れられているが，この絵文の「現地点」
の消費生活分析は高い説得性を持っている。江口英一・松崎久米太郎・大山樽「第ＩＩ
部第１章消費生活の展開とその現地点」『講座今日の日本資本主義９日本資本主義
と国民生活」大月轡店（1982年）136ページ.
(7)同上，116ページ。
(8)Ｅ・Preteceille，塵SociaINeedsandStateMonopolycapitalism，，，Capital-
ism，ConsumptionandNeeds0op･Cit､Opp、９０～9.3,ｐｐｌＯ６～１０８．
(9)ｉbid.，ｐ、９３．
(lOibid.，ｐｐ、106～107．
(11）トレイユ氏は，生産諸力の発展と共に登場する質の高い労働者や新しい意識を持っ
た人々が，労働過程の全体的把握や諸社会問題への認識を高め，資本主義社会に対す
る批判的な欲求を持っていくことに注目している。Ｊ・Terrail，ｏｐｃｉｔ.，ｐｐ、７８～79.
また，山口正之氏，富沢賢治氏は，「労働の社会化」によって管理労働や技術，教育
を担う専門家が多数出現し，一般的労働者と共に結合的な労働過程を櫛成する。従っ
てまた，それらの労働者と同じ隊列（戒は連合）のもとに階級闘争に参加していく，
という趣旨の見解を提出している。山口正之「経済の科学』青木聾店（1975年）２６２
～263ページ。富沢賢治「r労働の社会化」と労働者階級」『経済理論学会綱現代資
本主義と労働者階級，年報第16巣」青木番店（1979年）２８～34ページ。これらに対し
ては次の批判がある。「いわゆる「労働の社会化」論は，現代の社会変革と経済の民
主的改革について，その目標と客観的条件，その現実的可能性を指示はしたが，この
可能性を現実性に転化する条件，すなわち，労働者階級の変革主体としての自己形成
の論理にまで立ち入りえていないＵ戸木田嘉久「現代資本主義と労働者階級」岩波轡
店（1982年）４３ページ。
(１，Ｗ．Ｈ、Shaw,ValueofCommodityOutputsincel86９，NationalBureauof
EconomicResearch，Inc、1947,ｐｐ４～６．
０３りり・Bell，TheCulturalContradictionsofcapitalism，BasicBookslnc、
1976,「資本主義の文化的矛盾」上，林雄二郎訳，講鹸社（1977年）150～151ページ。
伽中村静治『現代資本主義論争」青木轡店（1981年）225ページ。
(１１Ｊ．Ｈ・Foth，TradeAssociation，TheRonaldPressCompany，1930,ｐ188．
(１０Ｐ・SFlorence，TheLogicofBritishandAmericanlmdustry，Routledge
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＆KeganPauI，1953,ｐ、133．
(、上岡正行「第５章マーケティングの本性と緒問題」『独占とマーケテインクｈ秋本
育夫，橋本勲綱，有償堂（1973年）141～142ページ。
(ID独占資本の発展と並行して発展したアメリカの経営者連盟（TradeAssociatioll）
が，市場拡大のための「調査，推進．宣伝，広告」という分担組織をもって横極的に
市場拡大活動を行っていた事実は注目に値する。LFoth，ｏｐ、Cit.，ｐｐ、192～193．
(ｌｌＰ・SFlorence，。p・Cit.，ｐ、144．
CO小谷正守，前掲機．87-92ページ。江口英一，松崎久米太郎，大山樽，前掲轡，１３０
～131ページ。
(21）同上，138-139ページ。142～143ページ。
⑰阿部真也「現代流通経済論」有斐閣（1985年）５７～63ページ。
卿上岡正行，前掲轡，141,148～149ページ。
(２０今日，この「組合せ（選択)」を資本の欲求に組入れ．消費者を「生活開発者」と
して「再轍成」するという，新たなマーケティングが展開されつつあると云う。「群
としての商品染合を一定の様式で組みあわせ，コーディネイトしながら生活を櫛成し
ている人々，これを「消費者』ではなく「生活者」としてとらえなおすべきだ，とい
うわけであろうＵ二宮厚美，「現代マーケティングと消費・生活者像」「経済科学通
信Ｊ１４３０３９ページ。
関橋本和孝「戦後日本における個人主義的消澱生活様式の形成一耐久消費財を中心に
－」「国民生活研究」第19巻第２号（1979年）２１ページ。次の論文も同種問題の先駆
的論文である。施辺満「戦後日本の生活様式の変化について」「産業経済研究」久留
米大学第１８巻，第３．４号（1978年)。
㈱杉原四郎，前掲轡，８１ページ。
０，Ｋ．Marx，DasKapitalmWerke25，Ｓ、８２８，邦訳，1051ページ。
剛Ｆ・エンゲルスの『イギリスにおける労働者階級の状態」を出発点として，篭山京氏等
様々な試みが見られるが６相対的に研究蓄稲がWI【い分野であることは否定できないと思
う。次の文は，一定の観点からの発寳とは云え，その辺の率ｌＷを反映している。「従
来，時間は，主として哲学ないし自然科学の関心領域に含まれており，社会科学にお
いてとくに関心が高まったのは，1960年以降であるｕ経済企画庁国民生活局国民生活
鯛在課編『生活時間の構造分析時間の使われ方と生活の質」大蔵省印刷局，1975年。
193ページ。（束京工大原芳男氏中心の研究グループ執筆)。
(２１Ｅ・Preteceille，ｏｐｃｉｔ.，ｐｐ、110-112．
鯛経済企画庁国民生活局綱，前掲轡，100ページ。
01）同上，９１ページ。ｏｐ・Cit.，ｐ、７３．
０，経済企画庁国民生活局国民生活綱査課繍。前掲轡，193～194ページ。
卿Ａ、Heller，邦訳前掲書，50-51ページ。ｏｐ・Cit.，ｐ、５１．
(３０同上，８８ページ。ｏｐｃｉＬ，ｐ、７３．
ヘラー氏のこれから先の論理の中心は，端的に云えば欲求疎外意識論と労働変化論
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とでも云うべきもので，哲学的追求が深まる分だけ観念性を帯びるように思われる。
胴小野二郎「ウイリアム・モリス，ラディカル・デザインの思想」中央公論社（1981
年）３２ページ。モリスは，機械が利潤追求の道具にされ人間を破壊することに厳しい
批判を行ったが，他方で，「労働の時間が１日について４時間までに短縮される現実
的な可能性について語ったのは，ヘンリー・フォードではなく，実はモリスだったの
である。－なんと1890年代の初期において，すでにである／リレイ・ワトキンソン，
羽生正気･羽生滑訳「デザイナーとしてのウイリアム･モリス」岩崎美術社（1985年）
140ページ。
5．むすび
労働者の消費・生活の問題は，まず，股も基本的な理論レベルで，社会の
股も基礎的な再生産にかかわる「労働主体としての生活」という意味を持っ
ており，単なる受身的な，受手の消費という問題にとどまりえないことが理
解されねばならない。しかし，現実の労働者の消費・生活は，巨大独占資本
■●●●●
が牽引する大量生産一大量消費のメカニズムに組入れられている部分が大き
い。そこでは，マーケティング等の社会意識上の働きかけの影響が大きいが，
そこに作り出されるいわゆる個人主義的消費様式は，耐久消費財を媒介とし
て，資本制生産に最も適合する大量生産のいわば標準化の産業原理と耐久財
的長期の私的所有が作り出す自己中心性という性質を持たされるのである。
それは，資本の自己増殖的性格に規定されて，優勝劣敗的（資本主義的競争
の性格）差別性と盲目的な欲求肥大の傾向を持っている。従って，この組入
れられた状況の中では，先進国の労働者は資本の自然・環境の破壊，弱者の
抑圧に加担させられることになる。
しかし，労働者は自らの｢労働主体としての生活」自体が,即自的に人間社会
存続を担う内実を持たされている。問題はそのことがいかなる条件のもとで主体
的な自意識一社会意識として現われるかということである。本文で詳説したよ
うに，労働者は，発展的欲求，生活史的特性等の要因において多様な意識形
成可能性を持っている。そこから出てくる多様な意識のある部分は，現象的
には「消費サービス化」の増大として現われている。むろんそれは，新たな
■●●
資本の組入れの政策にさらされて出てきているが，人間的接触の条件を相対
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的に多く持っている。その条件と「豊かな財のパラドックス」現象やスタグ
フレーションや自然・環境の破壊等は，労働者に労働主体としての生活の主
体的な意識を喚起していくであろう。「労働主体としての生活」はそれ自体，
共に生活することと個々人の活動が融和化された性質のものであり，具体的
には様々な萌芽形態を認めうるであろうが，本稿では十分展開できなかった。
ともあれ，そのような「労働主体としての生活」と現実の消費・生活，さら
にそれを生産・労働の場との関係で考えようとする場合，生活時間分析は，
様々な本質的，理論的，かつ実践的問題を提起してくれるように思われる。
本論文は，消費・生活の基本的問題を可能なかぎり「理論的に」追求する
ことを主眼として展開されたが，そのような限定においても，なお公共的消
費，貧困の重層的樽造．消費者信用等の重要な問題が課題として残されてい
る。また，取上げられた諸問題の処理にも試論的なものが少〈ない。それら
は今後の取組みで深めていくことにしたい。
（1986年１月９日）
－４１－
